
 
議 
第 

六 

号 

  
 

 

仙
台
市
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
（
案
） 

  

標
記
の
議
案
を
別
紙
の
と
お
り
地
方
自
治
法
第
百
十
二
条
及
び
仙
台
市
議
会
会
議
規
則
第
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
提
出
し
ま
す
。 

  

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
日 

 

提 

出 

者 

 

議 

員 
 

 
 

 

す

げ

の 
 

 

直

子 

 

 

〃 
 

 
 

 
 

福 
 

島 
 

 

か

ず

え 

 

 

〃 
 

 
 

 
 

花

木 
 

 

則

彰 

  

〃 
 

 
 

 
 

ふ
な
や
ま 

 
 

由

美 

 

 

〃 
 

 
 

 
 

高

見 
 

 

の

り

子 

 

賛 

成 

者 

 

議 

員 
 

 
 

 

嵯

峨 
 

 

サ

ダ

子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

仙 

台 

市 

議 

会 

議 

長 

野 
 

田 
 

 

譲 
 

様 



仙
台
市
子
ど
も
の

医
療
費

の
助
成

に
関
す
る

条
例 

（

目

的

） 

第

一

条 
こ

の

条

例

は

、

子

ど

も

に

係

る

医

療

費

の

一

部

を

助

成

す

る

こ

と

に

よ

り

、

子

ど

も

の

健

康

の

保

持

及

び

そ

の

家

庭

生

活

の

安

定

に

寄

与

し

、

も

っ

て

市

民

福

祉

の

増

進

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。 

（

定

義

） 

第

二

条 

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

社

会

保

険

各

法

」

と

は

、

次

に

掲

げ

る

法

律

を

い

う

。 

 

一 

健

康

保

険

法

（

大

正

十

一

年

法

律

第

七

十

号

） 

 

二 

船

員

保

険

法

（

昭

和

十

四

年

法

律

第

七

十

三

号

） 

 

三 

私

立

学

校

教

職

員

共

済

法

（

昭

和

二

十

八

年

法

律

第

二

百

四

十

五

号

） 

 

四 

国

家

公

務

員

共

済

組

合

法

（

昭

和

三

十

三

年

法

律

第

百

二

十

八

号

） 

 

五 

地

方

公

務

員

等

共

済

組

合

法

（

昭

和

三

十

七

年

法

律

第

百

五

十

二

号

） 

２ 

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

子

ど

も

」

と

は

、

社

会

保

険

各

法

の

規

定

に

よ

る

被

扶

養

者

又

は

国

民

健

康

保

険

法

（

昭

和

三

十

三

年

法

律

第

百

九

十

二

号

）

第

五

条

若

し

く

は

第

十

九

条

の

規

定

に

よ

る

被

保

険

者

で

出

生

か

ら

十

五

歳

に

達

す

る

日

の

属

す

る

年

度

の

末

日

ま

で

の

間

に

あ

る

も

の

を

い

う

。 

３ 

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

保

護

者

」

と

は

、

親

権

を

行

う

者

、

後

見

人

そ

の

他

の

者

で

子

ど

も

を

現

に

監

護

し

て

い

る

も

の

を

い

う

。 

(

助

成

を

受

け

る

資

格)
 

第

三

条 

こ

の

条

例

に

よ

り

医

療

費

の

助

成

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

者

は

、

保

護

者

で

あ

っ

て

保

護

者

又

は

そ

の

者

の

監

護

す

る

子

ど

も

が

市

内

に

住

所

を

有

す

る

も

の

と

す

る

。 

２ 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

は

、

助

成

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

。 

一 

生

活

保

護

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

百

四

十

四

号

）

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

被

保

護 

 

者 

 

二 

中

国

残

留

邦

人

等

の

円

滑

な

帰

国

の

促

進

及

び

永

住

帰

国

後

の

自

立

の

支

援

に

関

す

る

法

律

（

平

成

六

年

法

律

第

三

十

号

）

第

十

四

条

第

一

項

の

支

援

給

付

を

受

け

て

い

る

者

（

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

同

条

第

一

項

の

支

援

給

付

を

受

け

て

い

る

者

を

含

む

。

）

又

は

中

国

残

留

邦

人

等

の

円

滑

な

帰

国

の

促

進

及

び

永

住

帰

国

後

の

自

立

の

支

援

に

関

す

る

法

律

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

十

九

年

法

律

第

百

二

十

七

号

）

附

則

第

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

支

援

給

付

を

受

け

て

い

る

者 

(

受

給

資

格

の

登

録

等)
 

第

四

条 

医

療

費

の

助

成

を

受

け

よ

う

と

す

る

保

護

者

は

、

あ

ら

か

じ

め

市

長

に

申

請

し

、

そ

の

助

成

を

受

け

る

資

格

に

つ

い

て

登

録

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

市

長

は

、

前

項

の

登

録

を

し

た

と

き

は

、

当

該

登

録

を

受

け

た

者

に

対

し

、

受

給

者

証

を

交

付

す

る

。 

(

医

療

費

の

助

成)
 

第

五

条 

医

療

費

の

助

成

の

対

象

と

す

る

者

（

以

下

「

対

象

者

」

と

い

う

。

）

は

、

子

ど

も

と

す

る

。 

２ 

市

長

は

、

対

象

者

の

疾

病

又

は

負

傷

に

つ

い

て

社

会

保

険

各

法

又

は

国

民

健

康

保

険

法

の

規

定

に

よ

る

医

療

に

関

す

る

給

付

（

入

院

時

食

事

療

養

費

を

除

く

。

）

が

行

わ

れ

た

場

合

に

お

け

る

医

療

費

の

額

の

う

ち

、

当

該

医

療

費

の

額

か

ら

当

該

医

療

に

関

す

る

給

付

の

額

（

当

該

疾

病

又

は

負

傷

に

つ

い

て

附

加

給

付

等

が

あ

っ

た

場

合

は

、

そ

の

額

を

加

算

し

た

額

）

を

控

除

し

た

額

を

保

護

者

に

助

成

す

る

。 

（

受

給

者

証

の

提

示

） 

第

六

条 

第

四

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

受

給

者

証

の

交

付

を

受

け

た

者
（

以

下
「

受

給

者

」
と

い

う

。
）

は

、

対

象

者

が

社

会

保

険

各

法

又

は

国

民

健

康

保

険

法

に

基

づ

く

病

院

、

診

療

所

又

は

薬

局

（

以

下

「

保

険

医

療

機

関

等

」

と

い

う

。

）

に

お

い

て

医

療

を

受

け

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

受

給

者

証

を

提

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 



 
（

助

成

の

方

法

） 
第

七

条 

医

療

費

の

助

成

は

、

第

五

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

助

成

す

る

額

を

保

険

医

療

機

関

等

に

支

払

う

こ

と

に

よ

り

行

う

。

た

だ

し

、

市

長

が

特

別

の

事

由

が

あ

る

と

認

め

た

と

き

は

、

当

該

受

給

者

に

支

払

う

こ

と

に

よ

り

助

成

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

。 

(

届

出

義

務)
 

第

八

条 

受

給

者

は

、

第

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

申

請

し

た

事

項

に

変

更

が

生

じ

た

と

き

は

、

そ

の

旨

を

速

や

か

に

市

長

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

(

受

給

者

証

の

返

還

等)
 

第

九

条 

受

給

者

は

、

助

成

を

受

け

る

資

格

を

喪

失

し

た

と

き

は

、

速

や

か

に

そ

の

旨

を

市

長

に

届

け

出

る

と

と

も

に

受

給

者

証

を

市

長

に

返

還

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

第

三

者

の

行

為

に

よ

る

被

害

の

届

出

） 

第

十

条 

受

給

者

は

、

医

療

費

の

助

成

の

事

由

が

第

三

者

の

行

為

に

よ

っ

て

生

じ

た

も

の

で

あ

る

と

き

は

、

そ

の

事

実

、

当

該

第

三

者

の

氏

名

及

び

住

所

又

は

居

所

（

氏

名

又

は

住

所

若

し

く

は

居

所

が

明

ら

か

で

な

い

と

き

は

、

そ

の

旨

）

並

び

に

被

害

の

状

況

を

直

ち

に

市

長

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

損

害

賠

償

と

の

調

整

） 

第

十

一

条 

市

長

は

、

受

給

者

若

し

く

は

対

象

者

又

は

こ

れ

ら

の

者

で

あ

っ

た

者

が

対

象

者

に

係

る

疾

病

又

は

負

傷

に

関

し

損

害

賠

償

を

受

け

た

と

き

は

、

そ

の

価

額

の

限

度

に

お

い

て

、

第

五

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

算

定

し

た

額

の

全

部

若

し

く

は

一

部

を

支

給

せ

ず

、

又

は

既

に

助

成

し

た

額

の

全

部

若

し

く

は

一

部

を

返

還

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。 

(

譲

渡

又

は

担

保

の

禁

止)
 

第

十

二

条 

こ

の

条

例

に

よ

る

医

療

費

の

助

成

を

受

け

る

権

利

は

、

譲

渡

し

、

又

は

担

保

に

供

し

て

は

な

ら

な

い

。 

(

助

成

額

の

返

還)
 

第

十

三

条 

市

長

は

、

偽

り

そ

の

他

不

正

の

行

為

に

よ

っ

て

、

こ

の

条

例

に

よ

る

医

療

費

の

助

成

を

受

け

た

者

が

あ

る

と

き

は

、

そ

の

者

か

ら

当

該

助

成

を

受

け

た

額

の

全

部

又

は

一

部

を

返

還

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。 

(

委

任)
 

第

十

四

条 

こ

の

条

例

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

市

長

が

定

め

る

。 

附 

則 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

二

年

十

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

理 

由 

子

ど

も

の

健

康

の

保

持

及

び

そ

の

家

庭

生

活

の

安

定

に

寄

与

し

、

も

っ

て

市

民

福

祉

の

増

進

を

図

る

た

め

、

新

た

に

条

例

を

制

定

す

る

必

要

が

あ

る

。

こ

れ

が

、

こ

の

条

例

案

を

提

出

す

る

理

由

で

あ

る

。 


	議第6号　議案署名済
	議第6号 仙台市子どもの医療費の助成に関する条例（案）
	（目的）


